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取扱説明

A 
この製』1121を'ム:-'-Iでに、 また JIミ し く お{止!~、 L 、た fごくために

必ずこ の 取扱説明書ぞお読み <t~. さ L 、。・111lililえた使い }jをすると :~J~放を引 き，包 こすおそれがあります。

.お読みにな っ た後は 、 必す'製品の近くに保~~' してく fごさ L 、 。

松山株式会社



ニプロ製品をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。

( はじめに

-ニのJI~~& ，l ll. IIJI 川 は深耕ロータリー のJI(~& }jiJ; 1: I，e 

111 1 '. の iJ :. .'~': 。ドJríについて記~&してあります。 ご{山川

liij には必ず、このJ担~&J見Jl)J .1: をよし.Jtみ卜分~H併さ

れてカ・ι，dし〈おJI<iIAl ' l 、ただき、 11 ，~n の状態で

ごf止1//して <t:'さレ。

.お必みにな った後は、必ず製品のj正〈にl品作し 、;lit

にa.tめるようにし て<1:'さL、。

・製品を他人に貸したり、，1JlりiI主される iJ.)イ?は.こ の

JI(~& ，llI. IIJI ，':を拠，'u¥(二~.ß i ・l してお波し〈だき t ・0

.このJI~t品 ，}見 lリ l Jl を紛失、または似f~1 した ij.)イ?は、す

みやかに抑判、またはおnl、/'.Ifl'ただきましたl以

必I/i・l品l品へごiI:文して<1:'きい。

. 111I 1， ~Jl"、刊他 1:' 1 Lあるいは安全|、能川部品の変U!~

おこなうことがあります。 そのような場介に iふ 本

J?のl人l布、および"J.J'.(・イラストなど の一部が、本

拠，'，，'，t一致しないij.l介がありますので.ご(JI<<だ

色t、。

.ごイ、IIJI なニ t やお~lH~ のニとがございましたら、

おnl、|ーげいたt:'きました111(必J.l-f・l品協へこ:~"，i3i < 

t:'さい.

. .A¥):[lf./きの 山一川凶作に仰な

' jiJiiです。 必ず1 っ て fL~i:' Lて <t:'ちL) 

&，危険
その警告文に従わなかった場合、死

亡または重傷を負うこ とになるもの

を示します。

th誓
その警告文に従わなかった場合、死

告 亡または重傷を負う危険性があるも

のを示します。

ム 注 意
その警告文に従わなかった場合、ケ

ガを負うおそれのあるものを示しま

す。

. 二 の JI(~，品川 IIJJ .1:には'l<'全に fj'.1iをしていただ 〈ため

に.安全 1'.のポイント「安全にIj・.1iーをするために」

をに似してあります。ご{止川liijに必ず，;.，'(んで <t:' f!. 
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[ 安全に作業をするために I 
ここに，lc峨し ているけなが引を'1'.:，ないと.死亡・f!h'，li'1吋在や、機械のrvHIIの!日(lklになります。よ<1I~'é んで'!".，♀:f!'~

~l て <t~.::.~ ， .

一般的な注意事項

¥ 

A嘗告 こんなときは運転しない

.jめシ7 ・ ql~j 会\ . llIi物Jのl修制r..その他のFIUIIにより作J.iにw，小できないとさ

・州企飲んだとさ

.HiIl， Lているとき

. 1 8，瀧ぷll:~Jの人

d込書告作業に適した服装をする

はちまき ・ (I ~ き ・ II~ タオルは j背 11 です。

ヘルメット ・寸べ 1)11めのついた中止を (iJIIL 、 t.:.~ ，j~ っ さのない 1111 尖をして< t.:::. ~・ 6

[守らないと ]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。

ih嘗告機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する

JI{t品JiU、を よく J見IIJJし、 f'k111 liijに rJI{i&，1見"11.':' J を必ずμfLむように J行持して <t~. 色 t 、

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

ih嘗告機械を他人に譲り渡すときは取扱説明書を付ける

機械1: .1.打に rJ代ぬJ見1111，':: J i' i'~ し、必ず.必むように桁，持して <t~. ，<>~， .

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

ih嘗告 トラクターlこ情腕装着するときは仰トラクターの取扱説明書を読む

トラクターに fj ・ 1品機を弘.i'(する ljij に.必ずトラクターのJI~il~説明 J? を，l'l'éみ、よ< J11l解し てから 11'来機の波打

をして〈ださ~，。

[守らないと ]傷害事紋や機械の破損をまねくおそれがあります。

ih嘗告重量バランスの調整をする

トラクターに耽ぃ 11'~機ゃアタッチメン卜を波打するときは、 トラクターメーカー純11のバランスウェイ

トを 1・l け ，1{ ランス l州TF をしてく t~. 色 L 、 .

[守らないと]傷害事故や機械の破鍋をまねくおそれがあります。
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lh注意公道の走行は作業機装着禁止

トラクターに(1':業機を袋行して公滋を走行しなレで(1，ごさい。

必ず、作業機をJ収外して>fr1iLて〈ださい。

【守らないと]道路運送車両法違反です。

故を引き起こすおそれがあります。

lh注意機械の改造禁止

己主j立を Lなレで(1:'さL、。f*，irlの対集にはなりません。

純IEtfH，'u'，や指定以外のffll，'u'， ~ JI!{ i・lけなレで(t:'さい。

[守らないと]事紋・ケガ ・機械の故障告をまねくおそれがあります。

点検・整備の注意事項

A注意点検・整備をする

機械を使う ljiiと後には必ず .1，'，':検 ・幣備をして(t:'さい。

[守らないと]事故 ・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A注意点検整備中はエンジンを停止する

'白:.':

[守らないと]事故 .ケガガi• i機幾械の故際をまね〈おそれがありますo

lh嘗告点検舗は平坦で安定した場所でおこなう

3ど J凶の ~IIIぽにならず安全で、機械が倒れたり、到1) ~、たりしない ιドらで'1< ;1: L t: tJ.ll引で、点検!(I~WJをしてくだ

~ l'。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

lh注意カバー類は必す取付ける

』主将の ときや、点検 ・ 鴨川lて'以外したカバー官lは、必ずJr~Hlj て〈ださ~" 

【守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

lh注意間に合った工具を正しく使用する

点検特備に必裂な rH町iは、 j直11ーな1S:ρHをし、 11(I~J に作っ たも の を 11 : しく使 111 して( t:'色t・0

[守らないと]整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。
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作業時の注意事項

A嘗告 作業機の慨は平坦な場所でおこなう

(n~機の .{fll見は、 ' I" ら で 11;1 (. tJ，jl;Jí'でおこな っ て <t~.さい。

[守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

~注意 カブラのハンドルには絶対に手をふれない

作業機のを~~-1f・J代外しのとき以外は、 t也九Iにカプラのハンドルには手をふれないで〈だき L、。

[守らないと]作業機が外れ、傷害事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

~嘗告 トラクターと作業機の周辺lこ人を近づけない

トラクターの"".[illや(1来機との1111に人世人れないで(t~. f!. (、
[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

~警告作業機の下にもぐったり、足を入れない

作業機の卜に L(，ったり、 i止を人れないで(f.ごさい。

[守らないと]何かの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。

~嘗告機械に巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する

1"1伝部分に I'，'iやワラが巻き付いたときは、必ずエンジンを作iIさせ、をき f・lきを外して <t:きL、。

[守らないと]機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

~注意作業機の調整はエンジンを停止しておこなう

(n佐機のJ品l幣をするときは、 (n~機を卜げ、トラクターの則 'Ilプレーキをかけ、 PTO変i車レバーをr，，'，'[j 

の1.'r.i ;'，~に L. エ ンジン {( f .• ;: iI してか b おこなって <t~. さ(" 

[守らないと]傷害事故や機械の損傷をまね〈おそれがあります。

~嘗告 ロータリー耕では、ダッシングlこ注意

[li[l、IltJ，jや、イIの多レところでは、ロータリーをゆっ〈 り11*ろして〈ださい。 1"1+，;する爪の勢いでトラク

ターを111'L、鳩山す(タ・ ツンング)ニとカfあります。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

~嘗告傾斜地では、ゆっくり大きくまわる

何l斜地でのI'，':jili・:2.!i!EI"II;i.転倒のおそれがあ り大変危険です。

トラクターiliJ.止をiもと L、大きく 1"1って 〈ださい。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。
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4込書告作業機の落下防止をする

作業機の必 Fを防 11するため、 illlllストップパルプを完全に「閉め」てロックし、さらに作業機の 1;へれを

人れて(t~. ~ ~・ 0

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

lh嘗告アユミ板は、強度・尉・幅の十分あるものを使用する

的込み.ft'tll砕ろしをするときは、 千 )1 1.で失泌の ~II!雌にな b なレ I品川てトラックのエンジンを 11 めます。 品iJJ力 ι

ないようにサイドプレーキをjJトけ.*":めを して(t~. さ L 、 。 f山川するアユミ似は強JJ.t . Hさ・耐'.¥j) r I分あり、

すべり 11めのf.I'~、ている b のを選んで(t.ごさい。

H さのめやすは ~:jtì l \，:j さの 1 仰です 。

[守らないと]事故 ・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

lh嘗告子供を機械に近づけない

r-fJtには |分U:'lJ:L.近づけなレで〈ださい。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

格納時の注意事項

A注意深耕ロータリー単体の転倒防止をする

スタンドを 1;げ、スタンド 11めピンで必ず 11的、+ム倒防 11をして(t~.~ い 。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

lh注意格納時はカブラを外す

抑制するときは、必ずカプラを作業機カ』ら外し、 j也1(liにj;'(きます。

カブラのハン ト.ノレ撒fH'111) i!Jlえると市 卜します。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあ ります。
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-ニのi~~非ロータリーは、ノド川や畑IIJ也での{張中，)f に 使 111

L 、[山111 " (1'，)以外の作業には. ~たして 似わないで〈

t:'さい。使11111的以外の作業て故附した1M';-は、 i祉

1Mの付総にはなりません。

ei事~)トロータリ -I;I， iためられた i畠!必，!日 JJ でぷ，11 ' Lてν

ます。 i直 J，~:、トラクタ-，!.'，\ JJ の~II~I)，Iで使 111 して〈だ

さ し 、 。 ;m ll~ ，b凶えての{止川は欣1I市の 1J;[Jkl となり、 1恥

，M のN~にはなりません。

・ こ の派~)f ロータリーは rf.:i汁tミ 3 ，'，' ， 1: リンク」で，Jt，n し

てレま寸。{也の胤101rt!j株3山リンク」などでは袋

行ができません。

・ニのiUJfロータリーの改治l;I，ikしておニなわなレて

<1':き L ‘ 。 f~ ，hJのN~にはなりません。

( 保証書について ] 

r!比III:，IF Jはお存中'，l(がi恥1M修sI(を受けられるときに必波

となる bのです。

おII'J'(みになったf&は大切にl弘代して(t:'さい.
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アフターサービスについて 】
機械の訓f(が必いときは、 このJ!{t!l，l見IIJIill:を参!!{!L点

検して<1:'さ t、。山検 ・幣附 Lてbィ、H作がある 1).¥合

は.おi1l、1'.げいただいたl以./alf. J;，品協、または弊れ

までこ'述給(t:'さい.

なお.部品のご11 文は IUi'/~J， li ・ ぬ W， に純 11 : 1f1l，'u'， J<(バー

ツリスト)カff/Uiえてありますので、ご制Ll主〈九'さい。

.ごill紛いただきたい 1)，1作

・司"式名と製J立t件LJ
- ヰームプレー トを凡てく t.:~ い 。

・ご能川状ilt

. Il~品の ~d'l は? イlが幸いですカ・?

';11中山 lですか?

- トラクターのjlI J~ は?

'1'1'0の1"仲，，;:'( 1;1， ? 

・どの〈らい他111 t>れました古田?

・ ~~)口口アール、または 口口11 .\ 川

・ィ、!(.{子力f1e'l:したときの状似合なるべし 〈わし

〈教えて(t:' ~う L ‘ 。

( 補修部面の供給年限について ] 

-この製Jlhのtlli修川部品の供給年以(JUIJI¥f)1ム製造4)

ち切り後 911'です。たTだ、，.'し1日供j共h持4給古f可1ド山限INIドい内J人勾、サlてで，あつて b 、

干村5骨A問部1，'，

I場L品i介があります.

・(JI<.¥::11ミ似経過後であってb、部品fJl，*::のご'&，{，11'1が

あっ1:1J.¥介には、納101、およびfI則的についてご-111，1虫

色せていただきます。
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〔 警告ラベルの種類と位置 】
-型車告ラベノレは凶の {立法にJ1li ってあります。 よ〈お説みになって 'ú.:~ に 作業してくださ L 、 。

・普告ラベルは、rljれやこiーを泌と Lfitに比えるようにしておいて<1:さ L、。

・紛失、または舷jJlされた I晶子干には、おH~ 、 l げ t 、ただいたi以~'(:. l， lf .または股 |品へ F ;!c1~!式、およびコードナ ンバー

でごiJ:文のほどお蜘i~吐 、たします。

C 10 

ネームプレート

C 1 8750-318000 

A 注 意

幽 世間前に取掴観闇ーをよく観んで

宜主で正しい作総をしてく疋古い.

姐勘 ・エンジン抽副聞や仰周司間縄自仰レバーを凶伸すると喧は‘也ず周囲に
人がい~いことを暗闘してくだ芭い.

遺伝 ・盟国崎、 値圏崎や柑掴帽を上下位置に揖伸すると曹"寧わりや情売を
よ〈幡随してください.

-仰圃圃のよに人モ・世Uいでくたーさい.
聾鋼 ・仰田園の暢珊 ・尚楠 e 摘掃を行Uうと曹"トラヲターを平坦U咽附に"勘し

駐車ブレーキをかげて‘ エンジンを停止し.油圧陶下院止聞のストップ
パルプをロック(聞}方向に崎込んでくだ語い.

-仰麗圃を.闘すると曹"トラクタダーリと仰置慣の周に立た~いでくだ古い.
-陣置点捕時ージョイントに必;~'J ;t.を注入してくだ苦い. 畠凪の巧イルE
を両憎し少ない喝自国ギア巧イ"を補回してくだ芭い.

-畠師ボルト，ナット圃の点帽を行はい.品買が品nl1圃し掴めしてくだ芭い.
-ヵパー掴"必ず聞茸卸値.に肺掴してくだ語い. ."ι，，-

D1 8750-313000 ，T曹司庄司

- これは入力軸由カパ

ーです.

.作繊樋をトラクタ

に輯.t長国必ず晒リ
つけてください.

・ ケガをするおそれが

あリます"降ヨ雌醐

VV1 8750-316000 

A書告

九v82h、ea 
-エンジンまたI<lPTO

軸が回転中目、手や足

を作.・田中や下へ入

れないでください.

-ケガをするおそれが

あリます.

1150-31・-

C10 8750-337000 

A注意 ネームプレー卜

日骨骨
.伸属中や値聞"は近

・づヶかガ継をいすでるくお立そされいが. 

あります.
-山瑚

VV2 8750-317000 VV3 8750-326000 

A警告 A書告

調。
.作.舗の修理点繊

潤婦を行なうときは. ぷ
油圧降下防止聞のスト

ツブパルプ在、 ロック

{間}方向に蹄込んで

ください。

.作..が陣下して

ケガをするおそれが

あります自 前峰山F醐

.作.1・を調腕するとき

はトラクターと作..

の聞に宜た広いでくだ

さい.

.はさまれてケガをする

おそれがあります.
山一
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| 主要請元 | 

PL-1702 P L- 1 9 0 2 

型 式

-4 L -3 L -0 L -4L -3 L -0 L 

駆 卸J 方 式 -i}-イドドライフ'

会 長 (mm) 1100 1100 965 1100 1100 965 

機法{本 金 的 (mm) 2025 2225 

会 ~'ij (mm) 1385 1385 1330 1385 1385 1330 

1f.c f.J: (kg) 435 435 400 '150 450 415 

適応トラクター (P5) 45-75 

絞'i'f ~査 f出のNl ffl III;~ -uが(1¥3 .'.'.・オートヒ ッチ 1.2形

カ プ フ の 型 式 EL-II なし EL-II なし

ジョイン ト 型式 AHCV-Z AHCV なし ARCV-Z A I~ C V なし

t摂 司住 朝F 私官 (cm) 170 190 

t事 司U 耕 i菜 (cm) MJ、60

11:{継作業速度 (km/h ) 0.2-1.0 

入力軌回転数 (rpm) 540 

変速の有無 t変i車ブIj~法 イl、ギア制[1干ぇ )j式

緋うん車111凹転数 (rpm) 8'1 (20: 25)、77(19: 26) 

緋うん爪 J(R付方法 フラン y タイプ

I< '1 L G爪、 12本
棟地爪の積 ~i と本数

I< '"~ G爪、 12本

~)f うん爪の外後 (cm) 70 

jVf 築制節機榊 トラクタ -IIIiII:

挑うん作業 tj~ 率(分/ 10 a) 48-236 43-211 

本.111)じは改良のため fP，な〈変叫するこ tがあります。
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-E率直þ~~季l'~~:白書圃

回 各部のなまえ

辿4J.ロット'

スタンド

スタント，Iiめピン

カプラ

ハンドル

⑪

⑪

⑫

⑬

⑬

 

チェンケース

7'ラケ γト

桃うん車山

制}うん爪

糾うん剖1;/)パ-

IlJ '1'-11i 
延長IlJ‘l'似

⑨

⑪

O
⑫

⑪

⑪

 

マスト

ミッションケース

/じ7レームパイプ

イiフレームパイプ

人MIII

安全カバー

ヒッチアーム

①

②

3
③

⑤

⑥

⑦

 

スタンドを ιてて(t~' ~ l、。延長均'1'般を本体に ~H (，1け.マスト、

固組立

1fJ'-iを見ながら、



トラクターへの装着 | 

.i?iWfロータリーの 3，1，.":リンク佐.fi-'"ステムは、 II /:~

l統一肌桁 rI I!;~ r.相郁 3.1λオートヒ ッチJをtfUIJ

Lています。・rll伐 r.~íjf\ 3山オートヒッチ」はさらに 4七ット ・

3七ット .0七ットと 3.fl1i矧に分カ・れます。

4七ットは 3，'.'.':リンクとジョイントがJ，;III.Hこi'l1，)J虫色

(fでき‘ 3セットは 3.I ，I:~ リンクのみが IH~J波打で.

ジョイン トはFでj.Jけます。 0セットはすでにお下

持ちの lセ ットシリーズ門業機と Jf、JJJするため.カ

ブラ.およびンヨ イン トは撚叩装備してレません。

トラクターの準備 | 

A注意

・トラクターの取扱鋭明書 r3点リンクの規格」をよ

〈続んで ください。守らないと、取付けができなかっ

たり、機械の鍋傷やケガの原因になります。

チェッア
チェーン

-カプラ lまr~íjf\ 3点リンク胤怖Jです. トラクター

の 3 点リンク b~取 3 点リンクでないと波打ができ

ません。

・ 村妹 3.'.'，':リンク mri\の場合 l.t、村部~ 3 !日リンク 川

トップリンクプラケッ トを外 し、 トップリンクを~

íj~ 3点リンク川の1，I，jflilJにターンパァクルの{・J.~、た H:

いbのにf干えて〈人'さい。

. f1'l'i機のドヵfI)I帥旬、J止する場合は、 y7トロ ッド

9 

のJIXj.J"j'，j，y';況をロワーリンクのliijflilJの火に移して〈

fごさ L、。

| 装着姿勢 I 

A危険

・深耕ロータリーの装着 ・取外しをするときは、平ら

で国い場所を選ぴ、いつでも危険をさけられる態努

でおこなってください。守らないと機械が倒れ傷害

故につながります。

カブラで民:{iできるように、深緋ロータリーのう主勢を

，)1.1節します。

・スタンドを 卜Ir. 11:めピンで11;1:.f:します.

カブラの準備 | 

. 3 七ットのI品介はイ，~ですが、 4 セットの場介は

ジョイン トのダンポール利に入って レるサポートプ

レートをJlxf・lけてく t~. さい 。

サポートプレート



カブラの取付け | 

本J?では、 4七ッ卜を小心に，1見IIJILます. 4セットと

3 七 γ トの~いは、ジョイントが1' 1 JUJ装.(i-か.下で{・l

ける かのi主いです。

A警 告

・ヵプラの装着 ・取外しは、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態努でおこなってくださ

い。守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意

・ト ラクター取扱脱明書のr3点リンクの規格」をよく

腕んでください。

ePTOクラッチを切り、 トラクターのエンジンを必

ず停止してカブラの取付けをします。

・必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の鍋傷やケ

ガの原因となります。

トラクターの il l l ll : レノぜーを 1~(1 し、ロワーリンクを

rMI;lfJにします。 トラクターの PT O+11rにジョ

イントの1ム1
'
1(JlIJ(大きレ)j)i'取Hけま寸。

10 

図カプラを トラクターの トップリンクに、 トラクター

に 1・u，J\しているトップリンクピンてJI~ j - J けます。

国/，'イ iのロワーリンクにJI~j.J けます。

l付(JlIJ七ットと外(J!l1七ツトができます。トラクターの

:i ，1，' ， 1: リンク胤怖に{~わせ て( t~. t<レ。

EL:カプラ

(内側セy 卜)

l"IfJllJセット

jl5 1 

外f11IJセット

11日2

(外側セット)

園ジョイントをサポートプレートの 1--に京せ u.。ス

テッカー1(liを 1--にLて.ジョイン トを11iりなカ1らサ

ポートプレー トの1;1)欠き方Jlへ ピン士人れます。



国 i~Wf ロータリーを主~.{Í"するまでは、トラ クタ ーの小

心に介わせ;，:イi.t~J~; にやや~ ( Ilriれるように.

チェアクチェーンでfliりiIめをします。

園ト ァプリンクのHさは、 ロワーリンクのj也1..，:.:;50cm

ほどのとき、カブラが市11'1ーになるように.U，I，Jiiiiしま

す。

A 注意

・カブラの装治がすんだら、 ロックナットの締め込み

や、抜け止めを確実にしてください。守らないと部

品の脱落でケガをすることがあります。

装債の順序 | 

A警告

・深耕ロータリーの装着は平らで固い場所をiUび、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

L 、。
-ト ラクターのまわりや深耕ロータリーとの聞に人が

入らないようにしてください。

11 

-深耕ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりし

ないでください。

・深耕ロータリーの鯛整をするときは、 トラクターの

駐車プレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立j

の位置にし、エンジンを停止してください。

・重い深耕ロータリーを装婚したときは、 トラクター

メーカー純正のバランスウェイ 卜を付け、バランス

問墜をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

434J;では、 4セットセ小心に説明します。4七ァトと

3七ットのi畠い1<1.ジョイントがIH，J)決行力¥Tで1・l

けるかのi畠いです。

カプラのハンドノレを引き1..げて、ストッパーを解除

L 'lQ.{i-状態にします。

¥ 

，〆/

ロワーフ ック

。

固トラクターをぷ緋ロータリーの中心に作わせ、ま っ

す〈りずックしますロ

トラクターのilllll:を卜げて、カプラのトップフック

を派桃ロータリ ーのト γプピンの 1;へ((，らせま

す。 トラクタ ー と深~Jt-ロータリーの中心が作うまで

繰り返して(1~'色 L・0

(写真はロータリ -MXシリーズです)



固ゆっくり トラクターのiIIlifーを |げて、 トップフック

でトップピンをすく L'1'.げます。

派Hfロータリーのロワーピンガイドがカプラの ロ

ワーフックに人り、ストアパーがf'f J，}J(I'.)にかカ・ 1)

ロックします。

4セ ットの場介は、ジョイン トも 1，;1II ，~' 1こ人JJ刺lのス

プラインに入ります。

(写真はロー?リ -MXンリーズです)

ポフ ックが当たったり、 ジョイン トが人 hなl，.tb~ {:干 l立、

トラクターのilillT:を下げて深耕ロ ータリーを外し、

や~)めか ら やり泊. してく fJ5 い 。

詰<iUJトロータリ ーカ'15:ギiに何1L‘てuるときは、 トラ ク

ターの;(ifJ!lI リ フ トロ ッドの l~ さを訓1íiîi し、 tZ占Jt-ロー

タリ ーの何lきにカプラ の何lきを合わせてから主主将し

て(t~'さい。

回フ ックがスト ッパーで附('.k;にロックさ れているか、

必ず附1 11&してく t~' さい 。

ハンドル

ロック時 ロック解除

A注意

・装漕 ・取外しのとき以外は絶対にカブラのハンドル

には手をふれないでください。守らないと深耕ロー

タリーが外れ、傷害事故につながります。

12 

l 持ち上げ時の注意 | 

回はじめてトラクターへK-l'i'するときは.fj，k I-.i rJ 11，¥ 

にトラクターと{京tJトロータリーが..~~っか h なレよ

うに、 illlJI二をゆっ くり 1'.lrなが ら附geltします。中年に

キャビン1・lきトラクターのIJ.Iイ干l主、 Tr1(liのがラスを

突き 1'.lrないようにiJ:./J:して〈 人・さい。

固トラクタ ーのなかには、スイ ッチで rM1げ」まで

f'IJVJ 1'.11する機純があります。作業機が傍L、よく |

カfるため、 IOcm):)I'.II¥IIJ，>¥をIIHけ、 lげ脱:JillをLて〈

t~' さ い 。

国ト ップリンクやロワーリンクのI収f・l火f.):i町、および

リフトロッドやト γ プリンクの H~ i'1t ぇ t~I11イ?

には、 B附幣をやり 11'1 してく t~' さ L 、 。

，& 注意

・トラクターの取扱説明書 r3点リン夕、およびj血圧

関係Jをよく続んでください。守らないと機械の損

傷やケガの原因となります。

四リフトロ ッ ドの H さを .U，';]節して .i京~;Jf ロー タ リーの

JUiをノド・ドlこ.UI，liiiiLて〈九'さL• 0 



ジョイントの取付け | 

本Jlてiま. "七ツトを '1'心に説明 します。 4七ットと

3セットのi畠いは、ジョイントがIH)J袋.{rか、下で十l

けるかの~いです。

A注意

・PTOクラ ッチを切り、 トラクターのエンジンを必

ず停止させ、ジョイントの取付けをしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

.ジョイントの l~ さは、袋iYfするトラクターの 1111式に

より目!なります。 ご il 文 H年にトラクターの別式 ~ "11

4、t‘ただけれli. それに子?った bのがついてレきま

す 。 司~!式がィ、 "11 の t~1イヤはf.:\ ljl，の H さの物を 1・l けてい

tす。・Hすぎるジョイントを災.{rすると. トラクターの P

TO申1111J・11・1佐機の人}]軌を突き、[，JWlさせます。

~'.i ~、とジョイ ン ト の カ・み{'ì' l ‘が少な<. ジョイント

が似1JlLます。

回 4セ ットジョイン トの長さの確惚

① 3 山 リンクにカプラを JI~i・l け、技 .{í の官民事~qこトップ

リンクのj之さをf干わせます。

②111111: をいっ I!~ 、に 卜 げ、 ジョイントを 七 ットしま

す。

③ ジョイントを凡ながら、白1111を少しずつ 1-げ、水、|三

になった所で、突レていない由・附(.W.します。突いて

いる場介は、1<~.分を 切 るか、 ~I，( l、bのと交換しま

す。
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④111111を 1--1;して、ジョイントの 「カパースキマjが

|、ぷのi/ililml人lにあるカ・訓べます。

jヰ町 一昨
般矧 ジョイン ト型式 iil紛全長 ヵ，ぜースキーマ

4 A R C V-Z752 750 22-121mm 
セ
ツ Z802 800 22-171 
ジト

Z85~ 850 22-221 
ヨ

イ Z902 900 22-271 
ン
ト Z 952 950 22-321 

11会ム'J l 
ARCVー760 760 32-168 

• 3 
イ

809 32-218 
ー〆 909 32-318 ト

m スキマが大きすぎるとジョイントの強 I~がィ、足し

ます。j長いものと交侠 Lて(1:'さ L、。

図 3セ ッ トジョ イン トの長さの確認

①i束緋ロ ータリ ーをゆっ〈り J-_卜L.トラクターのP

TO刺!と、深f)fロータリ ーの人JJ.111がI，i)じZJi:きに

なったと ころでillll正をロックし エンジンを 止めま

す。
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② 1'1' 0 申111ヘジョイントセJ [~j.Jけま す。

③ジョ イン トをいっぱいに紡的、ジョイン トの先端と

}来緋ロ ー タリ ーの人 JJ~III と の JlIl に I crnほど 1I1l隔が

あればそのtま{山川できます。11¥1隔がない場介は、

J{;いう〉を1;I)IViします。

P T 0軸側 入力軸側

酬
明 時F

④il[lliOを ['.[;して、ジョイントの「カバーのかみ作ぃ」

が 8cm以 lあるか，V!，Jべます。

「カバーのかみ{}~. J が少ないと~~iJ主が不足します。

J長い b のと交換して U~. さ L 、 。

かみ合い

固 ジ ョイントの切断方法

(I)H L' 分 t~. けプラス

チックカパーをオ

ス・メス 1，1，jJi 1;1) 1) J{~ 

ります。

(2)切り取ったプラス

チックカバーと [，;Jじ

j之さ を、ンヤフト の

先制か~.) .:1ります。

(3)シヘ・フトセ.¥'，'jjjIカ ァ

ターかイ1;:ノコでオ

ス・メス 1，I，j)j 1;1) I析し

ます。

(4)切り 11をヤスリでなめ bかに 11:[ '. 1(. グリス~・'f 1) 

オス ・メスをmみ介わせます。

固 取付方法

(1)ジョ イントのロックピンを押 しながら、 1'1'0申111、

および人JJ申，"へj，[1人し、ロックピン士制のi，v，;でiIめ

ます。

ハンマーなどでジョ

イン卜をたたき. r;~ì 

づ|に 人れな レで〈だ

t:> L、。

ロックピンの!itiが

I cm 以 1'，n1rている

と、 fi'(Ii'.J.::に ロックさ

れています。

Icm以上

3 七 y 卜の tj，'， イ~I~ 、 r ~lf;: j曲Ji、11Iショイン ト」をJ{({・|け

ます。

必ず!ムIqI¥!IJをトラ クターの PTO+，IIへ七 ツ卜してく

t~. さ L ・ 0

作襲被入力糊 トラク ;$'-PTO軸

|叫

人Millの'広サモカパーは、 lに引 き 1'.げると 外れます。

3 七 ッ ト の t~~介 I~ 、 ジョイン トを HII るとき t~' け 外

して(t~' t:> レ。



(2)ジョイントカノずーの

チェーンを. トラク

ターの盛}Jかない J~I I町

につなぎます。illlll

を l卜Lてb引っ1U

られないようにたる

みを持たせます。

A危険

/ 

・取外したトラクターの PTO軸安全力パ一、入力軸

安全力パーをもとどおりに取付けてください。守ら

ないと巻き込まれて傷害事故の原因になります。

トラクターからの取外し|

A警 告

・;架耕ロータリーの取外しは平らで固い場所を選び、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

L 、。
-トラクターのまわりや深耕ロータリーとの聞に人が

入らないようにしてください。

・深耕ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりし

ないでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながりますe

A 注意

ePTO変速レバーを「中立Jの位置にして、取外し

てください。守らないと傷害事故につながります。

回 iE緋ロータリーのスタンドを 卜げ、鈴.{iIIS' i: )O;Jじ 迩

勢にします。

図カプラのハンドルをIjIき上げて.ロックを解除します.

(写真はロ ータリ - M X~ リーズです)
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国 i車排ロータリーを叩つ〈り トげます。カプラのロ

ワーフックが1b:け、トップピンから トップフックが

タトれたのをUれほしてカ・ら、ゆっ〈 りトラクターをljij

illiさせます。

(写真はロ-7リーMXンリーズです)

外れない砧j介は.ト ラクターと派緋ロータリーの/，

イ1の傾斜がイ?っていないか、トラクターがtっすf

liij逃 Lていないかのどちらかです。附'必してやり 1I1(

Lて(t:'さい。



! トラクターとの調整

A警 告

・深耕ロータリーの鯛整をするときは、 トラクターの

駐車ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを 「中立j

の位置にし、エンジンを停止して、深耕ロータリー

を下げてからおこなって〈ださい。

・トラクターのまわりや深耕ロータリーとの聞に人が

入らないようにしてください。

・深耕ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりし

ないでください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

回 振れ止め鯛節

ト ラクターの '1'心 (P T O 制h) と i~M ロータリーの

中心、(人 Mlh) を ' JI'ü~~ に{'ì'わせ、チェックチェーン

i' 1U ります 。 イ iの t いは j~1では、ややゆるく ~lfって

( t~. '0 l、。

チェ ッ7チェーン

園 前後角度鯛節

fL~状態で、チェン

ケースに 111;って あ

るステ ッカーの 山

l' fJ弘カfIffi IIjになる

ように、トップリン

クの l.td i:' 1m.] ii↑iL 

ます。

固水平の鯛整

ロックナット

~?ti緋 ロータリ ーの点イiがノ1< '1'になるように、トラク

ターのレペリングハン ドルを1"1して.;{iリフ トロツ

ドの 1':: さを ，~，l;J îiìì します。
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囲 深耕ロータリーの「最上げ」位置の鯛節

PTOを1"1似させなが h、ゆっく り41E緋ロータリー

を 1'.1れ IbHJJや日!11・のn1，ないはjif(でilll11:レノ、ーの

Il'.lflJl:!iIJストッパー」をrIめます。

| ほ場への出入り | 

A警 告

・トラクターに深耕ロータリーが付いていると後ろが

長くなり、+黄幅も広くなります。周囲の人や物に注

意して旋回してください。

.;g;速走行・急発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピードを落とし、急自主回はさけてく

ださい。

・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないでくださ

L、。
-急な登り坂て'前輪が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。 トラクターメーカー

純正のバランスウェイ卜を付けてください。

・アゼ越えや段差を乗り越えるときはアユミ板を使用

し、地面に接しない程度に深耕ロータリーを下げ、

遥心を低くしてください。使用するアユミ板は、強

度・長さ・幅が十分あり、すべり止めのある物を選

んでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A、注意

・トラクターに深耕ロータリーを装清して公道を走行

しないて'ください。守らないと、 「道路運送車両法違

反」となり、事故を引き起こす原因になります。

回移動のときは、 t京iリトロータリーをいっぱいに|げ、

illllモストップバノレフ.-!' ';に全に I1別的J、 |、がるのを

|山ぎます。

i:~ l非 ロータリーがJdi l ニ 1.，れなレように.チェ ック

チェーンを ~U り、ロ ック ナ ッ ト を品官めて( t~. さい 旬

固 Itf.品へのnl，入りはIIU'Iに、ゆっく りliijj庄でお ζ なっ

てU!さい。

圏不路地 ・ :1l1 ll1'tをiË~ jする jj.¥介は均 J!l.似をIlil:..Eしま

す。

① UI¥IJのローターピンは、 j出品りロ ッドの |ーから 4/!I' 

"の火に人れます。



(2) 1、!IIIJのローターピンは、 j生結ロッドの卜から 8lfi 

11の火に入れます。

園 ¥'，wトロータリーのj也1"，1:，'/がィ、J止するJ品作lム トッフ

リンクを紺i 崎、 j也 1 '， ，: :，を附' !足し て(t~'~ l' 。

上手な作業のしかた | 

田 作業速度

トラクタ ーの !Ll佐ifl主IJ:O.2-1.0km/hが様相で

寸 。 作業if l虻は、 1.'11 ゃ !Li~f;iちで列なりま寸 。 ト

ラクターへのit(':iが大 きい助作は、ifl主i-'j出〈して

〈人'さい。

固 PTO回転速度

1' '1' 0 1 '' 1 ;ム散は、 5 .101" 1 恥;J)q~ ・ 1'\です。

そのとき桃うん+111は8，11"1~!; L， iWrHJトイi機物のJ'll

め込み刊 li~ に 11ij血になります。

①必*，'jl主の1J. J~jでは、川うん +1111 "1恥‘を泌 ( L， !n院土:!!

I!Hj出(Lます。

②辿い辿I~で!n~ーができる IlJ，l.1では、 !L1i ilil瓦に合わ

せて↓jトうん相11の1"1申1;{， ili (します。

国 耕うん軸の変速方法

① ミッションケース後ろのキャッナクリッ 724f外し、

ミッンョンケースカパーを1111きます。
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(2)'51:辿+111と八JJ+illのギアを交換して変ifLます。

ギnll令わせ
爪(5判liil転ml数l年)~巡J<

③現:辿劇11 ⑮入1J軸 40rp 

相l¥q 
25T 201 83.9rpm 

261 19T i6. irpm 

2M l' lil 6:1. irpm 
オ ト一一一一
プ 2n 181' 69.9rpm 
シ
ヨ 2'11' nT 91.8rpm 
ン 一211 241 119.9rpm 

③ギ7の失燥がすんだb、交換したスペアーのギアは

ミッンヨンケースカハーに 七 ットしてカ パ一世間

的て(t~' 'e>レ。

四 作業深さの翻節

!n佐i~~ の IU!.Jîììi I阜、トラクターのポジ y ョンコント

ロールを!I/!JlIして (t~' ~ い 。

トラクターの取扱説明書「油圧コントロール」の項

を参照して ください。

固 均平板の悶節

均 '1'-IJ，iの，U，';Jtii'iはぷI('Iの!I・1'.がり状態， J'Hめ込み1'1

liHt 1'.1'1: 1mに大きく I~~W します。

(1 )!:':i叩《緋うんのJ，l.l介

~べl~は以lの 1主 i i'iです 。 ロ - 7 ーピンを 卜 げてパ亦

をフリ ーにし、レーキの 市 J I\:t..:.けでjl ，， ~えます。

下側口ータービンを下げた状態



(2)tlll G~ 1 '. をする jl.~{t-

ローターピンを 卜の'A.に去し伴えて、バヰで-;n1く

れ11色えます.

下側ロータ ービンを上げた状態

園 延長均平板

ポノレトで延 J-l: J句、|五阪を創lf.J けて(t~.さい。

制IIJ血の見j・1足利 (it‘つなさ(11をきれいにならします。

図 傾斜地での作業

傾斜地では 1 '. ドん 1 :1 1 に 11， .)佐します 。 トラクターがi~c

S れず、 fL~ーがやりやす ( f1: 1'.:がりがきれいです。

やむをえず、 槻何l糾での作業は、トラクターの流れ

を防(， t~ め、 |ーの)j!J'ら作業して〈ださい。

固深耕ロータリーの作業時の持ち上げ方

t栗判トロータリーの1"1'伝bl:めてから illlll，を 1'.lfる

と、爪あとの火力?小さ〈てすみ、枕I也のf1: 1ーがりが

きれいになります。

園 逆転PTOについて

このi~Uf ロータリーは、道転 P T Oでの作業はでき

ません。 1止川すると涼~Jf ロータリーのtJlfßにつなが

ります。

| 作業方法 l 

田 耕うん方法

(1 )JilEI"1川の枕j血を 31 j' f~・分JI~ ります。1，l，jflドlにb枕j也

(枕1也と同じ幅)
(枕地 3行程介)

トー⑤ 可

③ 

〔
③ 

(4)←ー

D 
ーーー ー ー ① 

εも
(枕1也)

(*:土地と同じ備)
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⑮ 

とI，ilじ脚，;を伐 L，①カ白らfl・1起をifooめます。

(3)枕j也のl人JfJIIJ⑦、そして@海辺通を1"1り、 11".1佐します。

⑬ 

⑬ 

⑬ 一一十

十
⑪ 

⑫ ⑬ 

寸ー③
⑬ 

⑫ 

('117セ1220⑫⑬⑪を1"1ります。

ブラケット fJIIJi'ア七市祭にして、伐事iJfi'少な(L f1 

~して(t.ごさい ロ

(5)JM去に伐った⑬⑬⑫⑬を1"1り、 I:P!Iカ・ら19ます。

| 作業時の注意 | 

A警 告

・作業中は、 トラクターと深耕ロータリーのまわりに

人を近づけないでください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PT

O回転を止め、必ずエンジンを停止させ、巻き付き

を外してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す園 トラクター速度を落とし、大き く回って くださ

し、。

-固いほ場や、石の多いところでは、 ;架耕ロータリー

を徐々にゆっくり降ろしてください。回転する爪の

勢いでトラクターを押し、飛出す(ダッシング)こと

があります。

.;架耕ロータリーの鯛聾をする窃合は、必ずエンジン

を止めてからおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

・アゼ際での作業は、アゼに深耕ロータリーをぶつけ

ないように低iliで、余怖を b っ て J出似してく t~.さい。

• 11 '~ーが終わ りました ら 、 1:やコミをI.Pj.¥1人lできれL、

に必とし、道路には併とさないでください。

. f1，~"' ， i~緋ロータリーにy>l状が1~/ 1 したら.す(，



にエンジン"，， 1 め .1，1 ，(t~をして( t~. 'J L、。そのまま 似

川し就けると、 l也の部分に L1JlfiWひろ古rるおそれ

があります。

耕うん爪について | 

A、警 告

・爪を取付けるときは、平らで固い場所を選ぴ、駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位

置にして、エンジンを停止してください。

・深耕ロータリーの落下を防止するため、油圧ストッ

プパルプを完全に「閉めJてロ ック し、さらに深耕

ロータリーの下へ台を入れて〈ださい。

守らないと死亡事紋や傷害事故の原因になります。

i事緋ロー タリーのJr¥の交換は、 !主に全日1I外してしま

うと円己抑lを1111泌えやすくなりま寸。 1本ずつ外して、

I，qじ bのをJlul"tてください。

回 爪の種類と本数

Ir¥の州町il1LJr¥" R Jr¥の 2川町lがあります。

釧):11て1ヨ1))'1 して(f~'さレ 。

誌ミ¥斗型l 1( 4 L G lく4RG f;- ~ I 本数

PLー 1702

1902 

国 配列方法

Jr\を JI~ H 1Iるフ ラ

ンジに、 L.I ~ の却l

1:11があります。フラ

ンジの五'11:11と1，;1じ

H(fJiの爪士、 フラン

ジの 刻 1 : 11 士I.~， '/'ょ

うにJI，r・1"tます。

圏 取付方法

12 12 24 

12 12 2，) 

ボル トはJr¥r/!llヵ.t，人11，フランジr/!llでiIめます。

ナットi-'j. 7/;;・レンチでしっかり締め i・lけて(t~. 

芯い。
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-.~~副主主回司EJul--

J.Hお{山L・L'ただ 〈ためには. II '，I jf; の似 n~; fJ llが大切

です。

it，警 告

・点検 .f&備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。機械が動いた l人倒れ

たりしない平らで固い場所で、 トラクターの前輪に

は車止めをしてください。

・点検・盤備をするときは、 トラクターの駐車プレー

キをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

・深耕ロータリーの落下を防止するため、油圧ストッ

プパルプを完全に「閉めJてロックし、さらに深耕

ロータリーの下へ台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

田 ボルト・ナットのゆるみ点検

4張中jトロ ータリ ー1111'.)佐'1人 fbH}Jのii'(しい機械です。

使川11 ，\ごとに件 :~I )のポル ト ・ ナ ッ ト 、中。いこ J rUI(r ，1 け

ポルトをJ刊品目めして〈ださ L、。析lvlのJ)，l{'干は使1112 

11，¥'/1:11去に必ず1(1/締めをしてくださレ。

国 ジョイン卜の給油

Aグリスニ ップノレ

使川11.¥ごとにグリスアップをする。

IBジョイン トスプラ イン古11

似11/11.¥ごとにグリスを被る。

(しシ'¥'7ト

シーズンf去にグリスを検る。

υロックピン

シーズン後にiU111する。



固 オイル量の点検と交換

(1)オイル量の点検

チェンケース士îfÏl ]l'l に L てオイルの : I~: .r ，1，'，1: tmして

( t~' ~ L 、 。 ィ、 J止の .t~~{'j-はギ 7 オイルが)0 "， tlli給して

<t~'さい。

①ミッションケース

オイルゲージの主IJみ線の111/

②チエンケース

検Ililllプラク'1(liまて

③ブラケッ ト申111受m)
オイノレtIIi給

(2)オイル交換

1)).¥11'，1:111.¥には給illlしてありますので、抑 11"111の

火換まではそのまま仙川してく t~~~ L、。

究換時 1111
受 検簡 1叶 オイル町側矧 胤屯J，t

都 11"111 21"1以降

ミ>シ目ンケース ギア寸イル=!川 2村e 1Il1l.¥1I1111 2:;刷¥'1111ごt

チェンケース L:I e " " 

プラケフト軸畳間l " *-~的 州SJ: 1111紅:

① ミッションケース

ドレーンプラグを外 Lて、オイノレ'"1)1，，' 1'，します。

|の iU11J11から、新 Lいオイノレi:'tJl.λt ~I\' 給 illl し

て( t~' ~ L ・0

ドレーンポル

②チェンケース

ドレーンプラグを

外して、オイノレを

州.11'，し ます。

LUIIJIIか"，J;見本j止

をK¥illlしてく t.:さ

L、。

検，由口

ドレーンプラグ

伺同「

111 

空lil
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③ブラケッ卜納受部

iUIIIIII(liまでオイ

ノレ'"tlli給して(t~' 

5レ。交換の必要

はありません。

圏 消耗部品の交換

(1)チェンケースガードの交換

チェンケースガー

ドは 2fo[i町lあり、

チェンケース"， 1止

1¥'位してい t寸。交換

力，;1足れるとチェシ

ケースセ円1/りオイ

ルが bれ、チェーン

やスプロケ y ト、ベ

アリングカf打I(1)jし

止す 。 '，iJY J(I~) Iこ，1，1・検

し交換 L て〈人，~ ~ 

t、。

(2)ブラケットガードの交換

フ'ラケ γ ト:1/ード

はイiMうん申111カハ

ーを f~ ，;'却してレま

す。スリ減りました

ん'I{ノレトを外し父

揺をして(t~' さい。

，王，由ロ

チェンケースガード

フラケントガード

.Ij，，%i品干 「後は、 きれいにノドiたレ L てノド分士山主 J/~ っ

てくださ L• 0 

.f:n淡のできない人 JJ+III・ジョイン卜のスプラインに、

必ずサヒiIめのためにグリスを喰って (t~' 'to L'o 

・4七ット ジョイン卜は、スプラ インにキズ力行。/.(と

土~~ {'fができなくなります。 コミや~}t ヵ?刊行 L たら必

ずふさ J/~ って( t~' ~ L、。

・人JJ+IIIにキヘ・ップをかぶせて〈ださい。
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A著書 告 -カブラは深耕ロータリーから外して、地面に置いて

・格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選ん

でください。

ください。

・格納庫には子供を近づけないでください。

・深耕ロータリーの格納はスタンドを必ず付け、転倒

を防止してください。

守らないと深耕ロータリーが転倒し傷害事故や機械の

領傷につながります。

点検整備一覧表 1 
H年 /111 1li 11 

lミyションケースのオイル，'，'.. :M! 
wr 1~11 (t1!川始 時

(主チェンケースのオイル.'.'，':検

車iJi"11" 1!出 1112 11.¥' 1111 ポル| ・ナ y トのl刊締め

(J)ミ;1;.，;ョンケースのオイル交挽

判r/..'， (1止JII30 11年/111 Zチエノ ケースのオイル交J免

I:{プラケ ，1帆1m;のオイル*:tilll

(i ，IfうんJr¥のJI(f.Iポルト l刊締め

e ミ y ンヨンケ ーヌ のオイル II I. .I.I.~検

fJ.l! IT! jjij CiIチエノケースのオイル 1，1:.オイルもれ山検

。ジョイン トのグリスニッフルへグリス 7γ プ

@J血 1M カaι| け' て 1" 1 +ム させ、日I~~止をチェ ック

のさ IH、にii¥;c町、 ノド分をふ 5とる

0!Jポルト ナ y ト ピン町lのゆるみ、 1111.1・井チェ ック

CIJlIトうん爪.jf-I.~ ':'I}; のwn. I;IJlIIチェアク

4見 111 f虫 @人Mlhへグリスを司Tる

③ジョ イント.スプライン市11へグリスセ吻る

@ジョ イント.ロ ック ヒンへiU11iする

①11JJ < l11i分へ汁 illi

①ミッションケースのオイル失挽.シールの兇状チェ ック

(2)チェンケースのオイル火{丸 y ールの日.j:lkチェ yク

cl)ブラケ y ト+111.:2::mのオイル給iIIl. シールの兇状チェック
シーズン終了 後

CD ジョ イノ卜 のシヘフ トヘグ リス~~f!:る

@帆i1t仏剖;へサピI1的

⑥il'j t:(i1Ii品11.'1'めに父挽
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